
縫別川沿いの砂利道を走っていくと「直

次郎橋」が見えます。その橋のたもとを下

り、川原を下流に向かって少し歩きます。

川の水かさが多い場合があるので胴つき長

靴を履いていくといいかもしれません。胴

つき長靴がない場合、橋の 10ｍほど手前の

草むらを横切り川原に下りても見ることが

できます。また、水かさが少ない場合は長

靴でも歩くことができます。

川原を歩くと左手に白っぽい砂岩の層を

見ることができます。これがカキの化石が

でる地層です。そこからもう少し下流に向

かって歩くと、右手にカキの化石がたくさ

ん入った砂岩の層を見ることができます。

この地層は約 3800 万年前（第三紀後期始

新世）に堆積した地層です。この地層を浦

幌層群の舌辛層下部層といいます。

この地層は主に青灰色の砂岩からできて

います。その砂岩をよく観察してみましょ

う。中にカキの化石がたくさん入っていま

す。当時ここはたくさんのカキが生息する

カキ礁だったのでしょう。

まず、この地層でカキの化石を見ること

ができます。また、この地層は砂岩からで

きています。砂岩は堆積岩なのでこのあた

りは当時海だったということがわかります。

また、カキが生息するのは厚岸湖や気仙

沼など汽水性（海水と川の水が混ざった水）

の浅い海です。おそらくこの場所は当時、

厚岸のような汽水性の浅い海だったのでし

ょう。



縫別川沿いの道を進んでいくと、五つ目

の橋に「かいせい橋」が見えます。その橋

を越え、もう少し行くと、右手に「新縫別

６の沢林道」と書いてある看板が立ってい

る道があるのでその道を登って行きましょ

う。50ｍほど歩くと右側に地層が見えます。

この地層は約 3700 万年前（第三紀後期始

新世）に堆積した地層です。この地層は浦

幌層群の尺別層といいます。

この地層は主に砂岩、泥岩、炭層からで

きています。砂岩をハンマーで叩いてみま

しょう。砂岩が薄くはがれ、中にたくさん

の植物化石が重なりあって入っているのが

見えます。また、この地層の中で、黒い層

が見えます。これが石炭層です。表面は風

化していますが、表面を少し削ると、中に

黒く光る石炭が入っています。

まず、この地層で石炭を見ることができ

ます。石炭は堆積した当時の植物が長い時

間をかけて性質が変化してできます。よっ

て、当時はこの場所に植物がたくさん生え

ていたと考えられます。

次に、この地層は砂岩からできています。

砂岩が堆積していることからここはそう深

くはない海または湖だったということがわ

かります。

さらにこの地層の砂岩は薄い砂岩が何枚も

重なって堆積しています。そしてその間に

は植物の化石が挟まっています。このこと

からこの砂岩は長い時間をかけて少しずつ

堆積したのではなく、植物を含んだ一定の

量の砂が洪水などで一気に堆積し、期間を

置いてまた同じように一気に堆積すること

を繰り返してできたと考えられます。

このような砂岩の層と石炭の層が交互に

堆積していることから、当時この場所は海

になったり、湖になったり、または植物が

たくさん生える陸地になることを繰り返し

ていたのでしょう。

石炭



縫別川沿いの道を進んでいくと、五つ目

の橋に「かいせい橋」が見えます。そのた

もとから川原に降りる道があるので川原に

下りてみましょう。雨の日やその次の日は

川が増水しているので注意しましょう。

川原に下りるとその対岸に地層が見えま

す。

この地層は約 3600 万年前（第三紀後期始

新世）に堆積した地層です。この地層を音

別層群の茶路累層茶路淤泥岩部層といいま

す。

この地層は主に泥岩からできています。

地層をよく観察してみましょう。地層の中

に、こぶし位の大きさの丸い石が入ってい

ます。これは化石や砂の粒などを核として

丸く固まった岩石で「ノジュール」といい

ます。このノジュールを割ると中に化石が

入っていることが多いです。ここでは二枚

貝や巻貝、カニのツメが入っていることが

あります。化石が見たい人は、まずノジュ

ールを探しましょう。ノジュールは川原に

も落ちていることがありますが、対岸の地

層に入っているものを取りに行くときは深

い場所もあるので胴つき長靴を履くといい

でしょう。

まず、この地層では二枚貝や巻貝、カニ

のツメの化石を見ることができます。次に

この地層は堆積岩である泥岩からできてい

ます。以上のことから当時この場所は海だ

ったとわかります。またカニの化石が出る

ことから泥岩が海だったと考えられます。

化石は貴重なものなので大切にしましょう。



縫別川沿いの道を進んでいくと右側に今

はもう使われなくなった古い建物が見えま

す。その建物を通り過ぎたら左側を見てみ

ましょう。大きな地層が見えます。

この地層は約 3200 万年前（第三紀前期漸

新世）の地層です。この地層を音別層群の

縫別累層といいます。

この地層は主に泥岩と、砂岩からできて

います。この地層はグニャグニャに曲がっ

ていて先の方は折れ曲がっています。

地層が曲がっていることを「褶曲(しゅう

きょく)」といいます。この場所で見える褶

曲は海底の地すべりによって海底の斜面に

堆積していた堆積物がゆっくりと斜面を下

ります。その途中、海底にあるくぼみや突

起にぶつかり、地層が変形してできるので

す。このように海底地すべりによってでき

た褶曲を「スランプ褶曲」といいます。

この地層は泥岩、砂岩からできているこ

とや、スランプ褶曲が海底地すべりからで

きることから、当時この場所は深い海だっ

たと考えられます。また、海底地すべりが

起きていたことから、ここは海底の斜面だ

ったことがわかります。
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